
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 東京都

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 新宿区立西戸山中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ２ ８
１７

生徒数 ８１ ９１ ７７ ２４９

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

個に応じた指導の充実～「確かな学力」の向上を目指して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・全学年・全教科
・生徒の学力を単に特定の教科の知識の量として捉えるのではなく、思考力・判

断力・表現力や学ぶ意欲等も含め、総合的な学力として捉えることがきわめて
重要である 「確かな学力」の定着、その中でも特に基礎・基本を徹底し、自。

、 、 、ら学び 自ら考える力等を育成するためには 指導方法・指導体制の工夫改善
習熟の程度に応じた教材の開発、評価の工夫が極めて有効な手立てであると考
え、全学年・全教科で取り組むことにした。

( ) 年次ごとの計画2

平
成
14
年
度

○ テーマ
平 個に応じた指導の充実～「確かな学力」の向上を目指して～
成 ○ 研究の見通し ①研究の基本方針と全体構想 ②各分科会の構成と研究

内容 ③各教科における基礎基本の吟味 ④研究計画と研究の重点 ⑤教15
年 師の研修計画
度 ○ 研究の内容・方法 ①教材開発グループ ②分かる授業グループ ③望

ましい評価の在り方グループに分かれ、授業検証、外部評価、研修会、情
報収集、先進校視察等をし、研究を深める。

平 ○ テーマ
成 個に応じた指導の充実～「確かな学力」の向上を目指して～
16 11○ 研究の見通し 前年度の研究成果と課題を分析し、実践研究を重ね、
年 月には研究発表を行う。
度 ○ 研究の内容・方法 前年度の研究内容の検証をし、基本的には３グルー

プの内容を深める。

＊ 平成１５年度からの新規校については、平成１５、１６年度の計画について記入
すること。



( ) 研究推進体制3

校長
学力向上委員会 全 体 三分科会

教頭

フロンティアティーチャー

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

①各教科の校内研修と教科別の外部研修によって、教員の意識が向上した。
②各学期毎の外部評価の実施とデータ分析は、学校の今後の指導方法等の工夫改

善に有効であった。
③指導方法や授業形態の工夫により、生徒の学習への取り組みが意欲的になり、

授業が分かるようになってきた、と回答する生徒が増えてきた。
④漢字検定、数学検定、英語検定の受検者数が増加し、合格者も増えた。
⑤定期考査問題、定期考査結果を観点別学習状況による情報提供をすることによ

り、生徒個々の学習診断に有効で学習への喚起となった。
⑥朝の 分間読書を継続したことにより、家庭でも本を読む生徒が増えてきた。10

２．今後の課題

①一斉授業における習熟の程度に応じた教材の開発
②関心・意欲を高めるための指導の工夫
③習熟の程度に応じた指導と評価の工夫
④効果的で機能的な各分科会の在り方
⑤より専門性を高めるための教師の研修

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

、 、 、 。①国語 数学 英語の基礎的な事項について 各学期にスペリングテストを実施
②各教科の観点別到達状況を把握するため、各学期、観点別による定期テストを

実施。
③年間を通して、漢字検定、数学検定、英語検定試験を学校で実施して、確かな

学力の定着状況を見る。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・ 月 ･ 日の両日にわたり、保護者、地域、関係小学校、学校評議員に授業1 21 22
。 、 、 。公開した また 日には併せて本年度の成果と課題について 説明会をした21

・本年度の成果と課題などについて、集録を作成し、配付の予定。また、学校だ
より等でも広く知らせている。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ﾚ １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
ﾚ ７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 ﾚ Ｔ．Ｔによる指導
ﾚ その他 学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの活用

【研究教科】 ﾚ 国語 ﾚ 社会 ﾚ数学 ﾚ 理科
ﾚ 外国語 ﾚ 音楽 ﾚ美術 ﾚ 技術・家庭
ﾚ 保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 ﾚ 無
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